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“村長へのたより”の送り方
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みなさまの声をお聞かせください
～村長へのたより～
村では、地域と行政が一体となって「住みよい街づくり」を進めるため、皆さんが日頃思っている
村政へのご意見やご要望を随時受け付けています。

・配布物がなくなり次第、終了いたします。
・お持ち帰りいただいた資料は返却できません。
ご自宅でお楽しみください。

・開始時間以前のご来館はお控えください。

・配布物がなくなり次第、終了いたします。
・お持ち帰りいただいた資料は返却できません。
ご自宅でお楽しみください。

・開始時間以前のご来館はお控えください。

《期間》
リサイクル雑誌　６月１日（木）午前１０時～
　　　　　　　　６月１１日（日）午後５時
※多くの方にいきわたりますよう、１人１日３冊まで
　とさせていただきます。

リサイクル本　　６月２７日（火）午前１０時～
　　　　　　　　７月４日（火）午後５時

《場所》中央公民館　図書室前廊下

《期間》
リサイクル雑誌 ６月１日（木）午前１０時～
　　　　　　　　６月１１日（日）午後５時
※多くの方にいきわたりますよう、１人１日３冊まで
　とさせていただきます。

リサイクル本 ６月２７日（火）午前１０時～
　　　　　　　　７月４日（火）午後５時
※お一人様何冊でもお持ち帰りいただけます。

《場所》中央公民館　図書室前廊下

資源の有効活用を図ることを目的として、古くなり利
用されなくなった資料を、皆さまに無償でお譲りしま
す。それぞれ期間が異なりますので、ご注意ください。

リサイクル資料配布のお知らせリサイクル資料配布のお知らせリサイクル資料配布のお知らせ

蔵書点検の期間中は、図書室・閲覧室の利用ができま
せん。皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、ご理
解とご協力をお願いいたします。

《休室期間》６月２７日（火）～７月４日（火）

蔵書点検による休室のお知らせ蔵書点検による休室のお知らせ蔵書点検による休室のお知らせ

・返却ポストは休室期間中もご利用になれます。
・ＤＶＤ、雑誌、紙芝居、大型絵本については７月５
日（水）以降に図書室カウンターにご返却ください。
返却ポストによる返却はできません。

子ども向けスタンプラリーの
期間が延長になりました
子ども向けスタンプラリーの
期間が延長になりました

スタンプを3つ集めると、プレゼントがもらえます。
◇期間　9月2日（土）まで
◇対象　未就学児～中学生
※貸出時にスタンプカードを忘れた場合、後日その
　分を押すことはできません。
※スタンプを押せるのは1日1回1つまでです。

スタンプを3つ集めると、プレゼントがもらえます。
◇期間 9月2日（土）まで
◇対象 未就学児～中学生
※貸出時にスタンプカードを忘れた場合、後日その
　分を押すことはできません。
※スタンプを押せるのは1日1回1つまでです。

す。す。
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■開室時間　午前９時～午後５時（水曜日のみ午後７時まで延長）

■問合せ
中央公民館図書室☎０２９－８８５－８４４２

スマートフォン https://www.lics
-saas.nexs-service.jp/miholib/spopac/
index.do

■インターネット蔵書検索
パソコン　https://www.lics-saas.nexs-service.jp/m
iholib/webopac/index.do

月の図書室カレンダー月の図書室カレンダー７７

※月曜・祝日・毎月最終火曜日は休室

ブックスタートとは、地域や家族みんな
で赤ちゃんが絵本と出会える環境作りを
応援する運動です。健診の待ち時間に、
かわいい絵本の入った「ブックスタート
・パック」をお渡ししています。

日時 ７月１０日（月）午後１時～
会場 保健センター
対象 ４カ月児健診を受診する親子

お話し会「虹」の皆さんによるお話し会
を行います。
読んでほしい本がありましたら、当日で
も構いませんのでリクエストしてくださ
い。自宅の本の持ち込みも可能です。

お話し会「虹」の皆さんによるお話し会
を行います。
読んでほしい本がありましたら、当日で
も構いませんのでリクエストしてくださ
い。自宅の本の持ち込みも可能です。

日時 ６月１７日（土）午前１１時～
会場 中央公民館１階　創作室
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子育て支援センターと共通のよみきか
せスタンプカードを始めました。お話
し会に３回参加すると、ちょっとした
プレゼントがもらえます。

子育て支援センターと共通のよみきか
せスタンプカードを始めました。お話
し会に３回参加すると、ちょっとした
プレゼントがもらえます。


